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筑波大学「大学院共通科目」を導入 
 
本学では、「新時代の大学院教育-国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて-」（中央教育審議会

答申/平成17年 9月 5日）を踏まえ、「大学院教育の実質化」に対する一方策として、「大学院共通科

目」を導入することとした。 

 
１．大学院共通科目導入の目標 
 
“人間力の醸成” 

（1）専門分野を深く理解するための見識や経験の蓄積 

（2）幅広く深い学識のもと広い視野で多方面から物事を考える力や洞察力の涵養 

（3）バランスの取れた教養と豊かな人間性の涵養 

（4）研究倫理、生命倫理、コンプライアンスの涵養 

 

２. 導入時期 

 
◆平成19年度は試行的導入                           

主に各研究科開設科目から「履修を推奨する科目」を選定 
 

◆平成20年度から正式導入 

 

３．平成19年度開設科目 

 

『生命・科学倫理関係科目』 

 生命倫理学、スポーツ倫理学、環境倫理学、企業と技術者の倫理、リスクマネジメント序論 

 

『知的財産関係科目』 

知的所有権論、情報著作権論、ネットワーク社会法制度論 

 

『一般科目』 

「サイエンスコミュニケータ養成実践講座」、サイエンスコミュニケーション講座 I〜VI、 
科学技術・科学政策概論、ユニバーサルデザイン論、健康行動科学論 

 

『外国語科目』 

英語を含め、約２０言語に関する科目 

 

『大学院体育』 

つくばマラソン、水泳、バスケットボール 

 

＞＞＞「サイエンスコミュニケータ養成実践講座」（国立科学博物館連携科目） 

   国立科学博物館で実施される同講座を受講し、修了者に本学において単位を授与する科目。 
   自分の専門の科学を一般の人々にわかりやすく伝えられるコミュニケーション能力の養成

を中心に、国立科学博物館の資源や環境を活用した理論と実践を組み合わせた対話型学習。 
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講座受講の流れ 

 

サイエンスコミュニケーション１（SC１）とサイエンスコミュニケーション２（SC２）の、 

２つの科目を履修することで「国立科学博物館認定サイエンスコミュニケータ」に認定されます。 

 

 

 

カリキュラム 

「理論と実践の対話型カリキュラム」 

理論を学び、それを踏まえた実践を行う、実践で生じた疑問などを再度理論に立ち返って考える。このように、循

環しながら発展を目指すのが本講座の特徴です。 

また、講義ごとに「ミニ・ディスカス」の時間を設け、講義内容の習熟度を高めるとともに、「コミュニケーション能力」

「討論する力」を同時に養っていきます。 
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概要・出願方法 
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講座内容は、講師と受験生が一緒に構築していく場合があります。 

担当講師の都合上、スケジュールは変更される場合があります。 
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基礎研究の流れ 

 

 

修了生の活動 

 


